
　

現
在
、
世
界
は
、
米
中
貿
易
摩
擦
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
主
要
因
と
す
る
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
食
料
の
供
給
懸
念
と
価
格
の
高
騰
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
た
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
と
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

性
、
気
候
変
動
問
題

へ
の
対
応
等
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
中
、
双
方
の
参
加
者
か
ら
、
特
に
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
と
い
う
共
通
の
課
題
解
決
に
向

け
て
、
高
騰
す
る
輸
送
費
へ
の
対
応
も
念
頭
に
、
ニ

ア
シ
ョ
ア
リ
ン
グ（

注
）の

拠
点
と
し
て
メ
キ
シ
コ
の
高
い

潜
在
力
を
再
認
識
す
べ
き
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
メ
キ
シ
コ
で
は
、
鉄
道
、
港
湾
、
道
路
な
ど
の

物
流
イ
ン
フ
ラ
と
工
業
団
地
と
い
っ
た
製
造
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
物
流
と
製
造
の
ハ
ブ
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
近
年
、
地
球
規
模
課
題
と
し
て
、
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
日
本
側
か
ら
は
、
メ
キ
シ
コ
で

製
造
し
た
水
素
を
日
本
に
輸
出
す
る
な
ど
、
グ
リ
ー

ン
分
野
に
お
け
る
連
携
の
可
能
性
を
探
る
動
き
が
紹

介
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
今
後
の
新
た
な
分
野
に
お
け

る
日
墨
協
力
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
加
え
て
、
日

本
側
か
ら
、
メ
キ
シ
コ
事
業
を
含
む
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
で
、
地
球
環
境
の
保
全
、
社
会
の
持
続
的

発
展
に
取
り
組
み
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
現
に

貢
献
し
た
い
と
の
強
い
意
欲
が
表
明
さ
れ
た
。
ま
た
、

メ
キ
シ
コ
側
か
ら
は
、
日
本
市
場
に
向
け
た
様
々
な

　

日
本
メ
キ
シ
コ
経
済
委
員
会
は
、
２
０
２
２
年
11

月
21
日
、
メ
キ
シ
コ
国
際
企
業
連
盟（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
Ｅ
）

と
の
間
で
、
第
32
回
日
本
メ
キ
シ
コ
経
済
協
議
会
を

開
催
し
た
。
８
年
ぶ
り
の
対
面
で
の
会
合
と
な
っ
た

今
次
経
済
協
議
会
に
は
、
我
が
国
の
水
際
措
置
の
緩

和
を
受
け
て
、
メ
キ
シ
コ
側
か
ら
ミ
ゲ
ル
・
ア
ン
ヘ

ル
・
ラ
ン
デ
ロ
ス
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
Ｅ
西
部
本
部
会
長
、
マ

ル
ク
ス
・
バ
ウ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
Ｅ
メ
キ
シ
コ
日
本
経
済

委
員
長
ら
代
表
団
約
20
名
と
メ
ル
バ
・
プ
リ
ー
ア
駐

日
大
使
を
迎
え
、
日
本
側
か
ら
は
、
外
務
省
の
小
林

麻
紀
中
南
米
局
長
を
含
む
約
30
人
が
参
加
し
た
。
以

下
に
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

変
化
す
る
世
界
情
勢
に
、 

日
墨
が
連
携
し
て
対
応
す
る
必
要

　

メ
キ
シ
コ
は
、
規
模
と
成
長
性
を
備
え
た
国
内
市

場
、
隣
接
す
る
巨
大
な
北
米
市
場
、
豊
富
で
質
の
高

い
労
働
力
、
米
州
諸
国
へ
の
良
好
な
ア
ク
セ
ス
等
、

多
く
の
強
み
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
０
５
年

４
月
の
日
墨
経
済
連
携
協
定（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）お
よ
び
、
２

０
２
０
年
７
月
の
米
国
・
メ
キ
シ
コ
・
カ
ナ
ダ
協
定

（
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）の
発
効
等
を
契
機
に
、
両
国
間
の
貿

易
は
順
調
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
日
本
か
ら
メ
キ

シ
コ
へ
の
投
資
が
積
極
的
に
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
今
や
中
南
米
地
域
で
最
大
数
の
日
本
企
業
が
進

出
し
、
時
々
の
状
況
に
適
切
に
対
応
し
な
が
ら
多
彩

な
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

片
かたのざか
野坂真
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哉

日本メキシコ経済委員長
ANAホールディングス
会長

倉
くらいし
石誠

せいじ
司

日本メキシコ経済委員長
本田技研工業会長

変化する世界情勢に�
おける日墨間の経済�
関係強化の重要性を�
確認
─�第32回日本メキシコ経済	

協議会を開催

報
告

（注）�ニアショアリング：生産拠点を最終消費地に近いところに設置・移転すること
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メキシコ側幹部参加者と片野坂委員長（中央）、 
倉石委員長（右端）

重
要
で
あ
る
。
各
種
手
続
き
、
例
え
ば
、
付
加
価
値

税（
Ｉ
Ｖ
Ａ
）の
還
付
や
、
外
資
企
業
へ
の
許
認
可
な

ど
の
迅
速
な
実
施
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
か
ね
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
治
安
の
問
題
は
、
事
業
活
動
を
安

心
し
て
実
施
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
条
件
で
あ

り
、
観
光
振
興
の
観
点
か
ら
も
一
層
の
改
善
が
カ
ギ

と
な
る
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　

メ
キ
シ
コ
側
か
ら
は
、
北
米
市
場
に
お
い
て
、
メ

キ
シ
コ
で
製
造
さ
れ
た
自
動
車
の
シ
ェ
ア
が
拡
大
し

て
い
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
現
在
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、
電
気
自

動
車
に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
普
及
に
向
け

て
、
日
本
企
業
に
対
し
て
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
最
大

限
に
活
用
し
、
さ
ら
な
る
投
資
を
求
め
る
意
見
が
あ

っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
、
来
賓
の
メ
ル
バ
・
プ
リ
ー

ア
駐
日
メ
キ
シ
コ
大
使
か
ら
、
電
池
製
造
に
不
可
欠

な
リ
チ
ウ
ム
資
源
の
開
発
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
日
本
企
業
の
参
画
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
他
に
も
、
近
年
、
メ
キ
シ
コ

で
は
、
航
空
宇
宙
や
医
療
な
ど
新
た
な
産
業
の
育
成

に
注
力
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な
分
野
に
お
け

る
日
本
と
の
協
力
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
と
の
指
摘

が
な
さ
れ
た
。

　

今
次
経
済
協
議
会
で
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

強
靭
化
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
等
の
グ
ロ
ー
バ

ル
課
題
へ
の
対
応
や
様
々
な
産
業
分
野
に
お
い
て
、

農
産
品
、
加
工
品
の
輸
出
等
を
通
じ
、
毎
日
の
食
卓

を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
食
料
安
全
保
障
の

一
端
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
今
後
は
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
製
品
の
提
供
に
よ
る
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
へ
の
貢
献
と
、
付
加
価
値
の
創
出
に
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
が
表
明
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
国
間
貿
易
・
投
資
の
拡
大
と 

多
様
化
に
大
き
な
潜
在
力
。 

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
が
重
要
な
カ
ギ
に

　

日
本
側
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
二
国
間
貿
易
・
投

資
を
振
り
返
り
、
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
投
資
優
遇
制

度
で
あ
る
マ
キ
ラ
ド
ー
ラ
を
活
用
し
た
事
業
展
開
や

人
材
育
成
の
取
り
組
み
等
が
紹
介
さ
れ
、
投
資
先
と

し
て
の
メ
キ
シ
コ
の
優
位
性
を
改
め
て
確
認
す
る
機

会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
日
本
と
メ
キ
シ
コ
に
は
、
歴

史
的
な
遺
跡
・
建
造
物
、
有
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

誇
る
美
術
館
・
博
物
館
を
は
じ
め
、
優
れ
た
観
光
資

源
が
豊
富
に
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
潜
在
力

を
十
分
に
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
日

墨
間
の
人
的
往
来
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
し
た
が
、

我
が
国
の
水
際
規
制
の
緩
和
も
背
景
に
、
今
後
、
双

方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
の
発
信
に
こ
れ
ま
で
以
上
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
両
国
の
訪
問
者
数
は
拡
大
し
て

い
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

他
方
、
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
事
業
の
さ
ら
な
る
拡

大
に
向
け
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
整
備
が
極
め
て

両
国
が
連
携
し
て
取
り
組
む
余
地
が
大
き
い
こ
と
や
、

改
善
を
図
る
べ
き
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
上
の
課
題
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

　

経
団
連
と
し
て
は
、
引
き
続
き
機
会
を
捉
え
、
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善
を
両
国
政
府
に
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
Ｅ
と
も
連
携
し
、
両
国
経
済
関

係
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
あ
る
。
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